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  （1）               汐＝ΣΣ∫｛5SゴSrんΣS｛
である．ここで∫｛はスピソゴの状態を示す量で，んは乞，ブ間の相互作用エネルギーを表し，んは磁場
を表す．
 ［iコアモルファス反強磁性ISimgモデル
 （1）式においてS｛＝十1，一1（または↑，↓）の場合がIsingモデルである．磁性を担うイオンが空
間的にランダムな配置をとっているアモルファス反強磁性体（相互作用がん〉Oの場合）においては，通
常の反強磁性体の秩序相であるネール状態（↑スピンと↓スピンが交互に並ぶ状態）がイオン配置のト
ポロシカルた乱れと矛盾を生じ，フラストレーションの効果が現れる．
 ここでは空間的に格子性を持たず，短距離の秩序を持つ構造として，剛体円板のランダム逐次充填構
造を選んだ．このモデルにおいてんのとり方としてポンドのつながりの異なった二通りの場合を考察
した．
